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新教員紹介 

西井 薫（実地教育部門） 

今年度より、京都教育大学附属桃山小学校から配置換えでこちらの教育支援センターでお世話になります。 

私は小学校教員として３６年間勤務してきましたが、その内訳は附属桃山小学校に８年間、附属京都小学校に８年間、京

都市で２０年間というものです。京都教育大学には、在学時も含めますと２０年間もお世話になっています。 

教育支援センターでは、実地教育担当で学生の指導にあたっています。今までは、受け入れる側（実習校）の立場でかな

り辛口でお話させていただいたことを、今度は反対の送り出す側（大学）の立場でお話することになりました。しかし、ど

ちらの立場も学生たちが素晴らしい教員に育っていくことを願っているということにかわりはありません。附属校で勤務し

ていたことを生かし、大学と附属の連携をより深めていくことができればと考えています。 

今野勝明（京都府教育委員会より） 

 今年度より、京都府教育委員会からの特任教員としてお世話になります今野と申します。 

 私は、平成８年度に本大学の特修理学科を卒業後、京都府立高等学校の教諭（理科担当）として 12 年間、京都府教育庁

管理部教職員課に５年間勤めてきました。今春から教育支援センターで勤めさせていただいておりますが、大学や附属学校

には、学生時代にお世話になった先生方も多くおられ、時々お声を掛けていただき大変心強く感じております。 

 大学では、実地教育や就職支援の分野で学生の指導をするとともに、京都府教育委員会との連携に係る業務を担当してお
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ります。教職員課に勤めていた時は、教員養成分野における教育委員会と大学との連携事業を担当しておりましたので、そ

の経験を生かして、より円滑な連携と京都教育大学の教育の充実に少しでも寄与できればと思っております。 

 

シリーズ「人権に基づく性教育」について  （関口久志） 

このシリーズでは、各分野の人権に基づく性教育の専門家をお招きして、その理論と実践を学習します。目的は性を幸せ・

健康（ウェルビィーング）なものするための教育力を身につけることです。対象は学生、本学関係教職員、一般教職員、一

般の方々など性に関わるすべての人々です。 

このたび以下のようにゲストスピーカーを迎え「性と生」について学ぶ機会を設けました。参加をお待ちしています。 

「人権に基づく性教育」シリーズ “性と生”について学ぶ 

 日 時：２０１４年５月１７日（土）１４：００～１６：３０ 

 会 場：キャンパスプラザ京都６階 京都教育大学サテライト教室 

 テーマ：男の性のライフ・プラン ～男の子からおじいちゃんまで～ 

 内 容：男性の女性に対する性暴力の加害性、“男らしさ”にしばられた生き方、そして自らの弱さに気付かず無理をして

招いてしまう不幸。そんな現実がある一方で話題にされるコミュニケーション下手な男の子の増加。 

     ジェンダーに縛られない男の子の育て方、パートナーとの対等な関係が築け、自分らしく生きることに自信を持

てる大人の男性であるために、何が必要で、どんなことができるのか・・・。ゲストスピーカーの山崎さんの性

教育実践編とプライベート編のお話から考えます。 

ゲストスピーカー：山崎比呂志さん（高校教員 兵庫性教協会員） 

 問い合わせ：関口研究室（075-644-8326、ｓｅｋｉｈｉｓａ＠） 

 

スクールボランティアについて 

本センターでは、公立学校での学生ボランティア活動を実地教育の一環として積極的に推進し、現在、次の事業等の紹介

やサポート活動を行っています。1)京都市教育委員会の「学生ボランティア・学校サポート事業」2)京都府内の小・中・高

等学校でのボランティア活動 3)大阪府内をはじめ他府県・他地域での公立学校のボランティア活動 4)大学訪問を希望す

る小中学生の大学内の施設案内や授業紹介など。これらのプログラムは教職をめざす学生の実践的指導力の育成におおいに

役立っています。活動の詳細をお知りになりたい方は、本センターホームページをご覧いただければと思います。 

【学生に周知していただきたいこと】 

◎学生が公立学校等でボランティア活動をする場合、必ず「学校ボランティア活動 学生登録カード」に必要事項を記入し、

ボランティアオフィス又は教務課へ提出すること。教員採用試験書類作成の際に、ボランティア活動帆実施について大学

側で承認することができ、就職にとって有利に働く場合があります。 

◎様々な地域や時間帯の多様な学校ボランティアの紹介を受けられます。 

 

ボランティアオフィス（旧 地域支援推進室）：図書館２階 

Tel 075-644-8336  Email ｓｉｅｎ＠ｋｙｏｋｙｏ-ｕ.ａｃ.ｊｐ  

受付時間  月曜日・木曜日11時～14時  金曜日11時～15時 

 教育支援センター  

センター長（併） 水山 光春 075-644-8281  ｍｉｚｕｙａｍａ＠ 

教育実践連携部門 樋口とみ子 075-644-8337  ｔｏｍｉｋｏ＠ 

実地教育部門 西井  薫 075-644-8806  ｋａｏｒｕ＠ 

実地教育部門（兼） 小山 宏之 075-644-8281  ｋｏｙａｍａ＠ 

モラル・人権意識向上教育部門 関口 久志 075-644-8326  ｓｅｋｉｈｉｓａ＠ 

特任教員(京都市教育委員会) 池田  忠 075-644-8214  ｉｋｅｄａ＠ 

特任教員(京都府教育委員会) 今野 勝明 075-644-8216  ｋｏｎｎｏ＠ 

ボランティアオフィス  075-644-8336 （月・木 11時～14時、金 11時～15時） ｓｈｉｅｎ＠ 

運動部活動指導者育成室 075-644-8143 （月・火 9時～15時、水16時～18時、金9時30分～12時30分） 

TEL 075-644-8335、8118（内線のみ）  FAX 075-644-8339    E-mail cert@kyokyo-u.ac.jp 

 

（編集後記）本年度よりセンター専属の事務補佐員は廃止されました。それにともない、４月より研究支援・附属学校支援課 研究支援・センタ

ー機構支援グループに異動となりましたが、午前中は以前と同じ部屋(機構事務室)で執務を行い、教育支援センターの仕事も引き続

き行っております。今後ともニュースレター、ホームページ共々、よろしくお願い申し上げます。（ 杉本 恭子 ） 


